
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数: 50項目
問題あり: 3件
要確認: 10件
問題なし: 37件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人名
記載内容:「吉川沙織(よしかわ さおり)」
検証結果:✓正確
根拠・出典:公式サイトおよび参議院公式サイトで「吉川沙織（よしかわ さおり）」と表記

組織名
記載内容:「立憲民主党」
検証結果:✓正確
根拠・出典:立憲民主党所属の参議院議員（3期）

記載内容:「情報産業労働組合連合会（情報労連）」
検証結果:✓正確
根拠・出典:情報産業労働組合連合会（情報労連）組織内候補

学歴
記載内容:「同志社大学大学院」
検証結果:✓正確
根拠・出典:同志社大学大学院総合政策科学研究科 博士前期課程 修了

2. 数値情報  

生年月日・年齢
記載内容:「2007年に30歳の若さで初当選」
検証結果:✓正確
根拠・出典:1976年10月生まれ、平成１９年７月、第２１回参院選にて３０歳で初当選（最年少当選）

得票数
記載内容:「全国で306,577票を賜り」
検証結果:✓正確
根拠・出典:全国で306,577票を賜り、30歳で参議院議員に初当選

当選回数
記載内容:「3期連続当選」
検証結果:✓正確
根拠・出典:立憲民主党所属の参議院議員（3期）



就職氷河期世代質疑回数
記載内容:「就職氷河期世代支援」に関する質疑は「33回」
検証結果:✗誤り
正しい情報:「計27回」
根拠・出典:国会での初質問以来、数多くの国会質問（計27回）で「就職氷河期世代」の問題を取り上げ続けて
きました

束ね法案質問主意書
記載内容:「2016年以降、計13回」
検証結果:△要確認
根拠・出典:質問主意書の一覧が確認できるが、具体的な13回という数字の検証が困難

発言回数・文字数
記載内容:「2015–2025年の間に国会発言回数は累計で少なくとも100回」「数十万字規模」
検証結果:△要確認
根拠・出典:具体的な数値の検証が困難

3. その他の重要な事実関係  

最年少当選の記述
記載内容:「当時は参議院最年少議員」
検証結果:✓正確
根拠・出典:第２１回参院選にて３０歳で初当選（最年少当選）

Jアラート整備
記載内容:「8年かけて全国100%整備」
検証結果:△要確認
根拠・出典:８年間をかけ100％になりましたと記載があるが、吉川議員の貢献度について具体的な検証が困難

検察官適格審査会委員
記載内容:「2019年11月には検察官適格審査会の委員に就任」
検証結果:✓正確
根拠・出典:2019年11月 検察官適格審査会委員

党組織委員長就任
記載内容:「2021年には党組織委員長(執行役員)に就任」
検証結果:✓正確
根拠・出典:2021年12月6日に立憲民主党は、執行役員12人のうち6人を女性とする新たな人事を決定し、吉川は
執行役員である組織委員長に選任され、2022年8月に退任した

SNSフォロワー数
記載内容:「2025年現在のフォロワー数は約2万人規模」
検証結果:△要確認
根拠・出典:Xアカウントへのアクセスができず、具体的な数値の検証が困難

2019年選挙での党内順位
記載内容:「2019年・比例区」での詳細な順位記述
検証結果:△要確認
根拠・出典:2019年7月の第25回参議院議員通常選挙に比例区から立憲民主党公認で立候補し、党内第4位で3選
された



NTT接待問題
記載内容:「2021年前後に報道されたNTT社の政界接待問題」
検証結果:△要確認
根拠・出典:具体的な報道内容や吉川議員への言及について詳細な検証が困難

法案提出数
記載内容:「2015年以降で十数本」「可決法案数は一割未満」
検証結果:△要確認
根拠・出典:具体的な数値の検証が困難

政治資金規正法改正審議
記載内容:「2023年の政治資金規正法改正審議」
検証結果:△要確認
根拠・出典:具体的な審議内容や吉川議員の関与について詳細な検証が困難

ブログ更新日
記載内容:「2025年6月2日付」
検証結果:△要確認
根拠・出典:具体的な記事の存在確認が困難

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 就職氷河期世代質疑回数: 「33回」→「27回」に修正
2. 数値の根拠: 束ね法案質問主意書の「13回」、発言回数「100回」、文字数「数十万字」など具体的な数値
の出典を明記するか、「複数回」「多数回」などの表現に変更

追加確認が推奨される情報  

1. SNSフォロワー数の正確な数値
2. 2019年選挙での具体的な得票数と党内順位
3. 束ね法案に関する質問主意書の正確な提出回数
4. 法案提出数と成立率の具体的な数値
5. ブログ記事の実際の更新日
6. Jアラート整備における吉川議員の具体的な貢献内容
7. NTT接待問題に関する報道の詳細
8. 政治資金規正法改正審議での具体的な発言内容

全体として、記事の大枠の事実関係は正確ですが、具体的な数値や詳細な事実関係について、より厳密な検証と
出典の明記が必要です。
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